
型 式 「 Ｈ Ｓ Ｏ Ｔ 」 は 、 タ ン ク 本 体 の み を 対 象 と し た も の で す 。 本 防 油 提 は 型 式 「 Ｈ Ｓ Ｏ Ｔ 」 外 と な り ま す 。
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＊ア スファ ルト サン ド仕様 書
１） アスフ ァル トサ ンド材 料
　　 アスフ ァル トサ ンドの 材料 は、次 に掲 げる もの又 はこ れと 同等以 上の 防食 効果を 有す るもの を適 当に 配合し たも のを 使用す るこ と。
　　 ア．ア スフ ァル ト
　　 　　ブ ロー ンア スファ ルト 針入度 １０ ～４ ０（２ ５度 、１ ００ｇ ｒ５ ｓｅ ｃ）又 はス レート アス ファ ルト針 入度 ８０ ～１０ ０（ ２５ 度、１ ００ ｇｒ５ ｓｅ ｃ）

　　 イ．骨 材
　　 　　比 較的 均一 な良質 砂を 使用し 、腐 食を 助長さ せる よう な物質 を含 まな いこと 。
　　 ウ．石 粉
　　 　　ア スフ ァル トを安 定さ せるた めに 用い るフィ ラー には 、石灰 石等 を微 粉砕し た石 粉を用 いる こと 。
　　 　　粒 度は 、０ ．０７ ４ミ リメー トル ふる いで通 過率 ７５ パーセ ント 以上 のもの が望 ましい 。
２） 配合割 合、 混合 加熱時 間

　　 　　次 式よ り求 められ る骨 材の間 隙率 から 算定し 、更 に過 剰アス ファ ルト 量とし て　 ５パー セン ト以 下の範 囲で 加え ること がで きる 。
　　 ア．ア スフ ァル トと骨 材

　　　　　Ｖ：間隙率（％）　　Ｄ：骨材の理論密度（ｇｒ／ｃｍ３）　　ｄ：骨材の締固め密度（  ｇｒ／ｃｍ３）
　　イ．アスファルト石粉
　　　　アスファルトに対する石粉の混合重量比は０．６～１．８の倍率で行い、気温変化等に応じて適宜決定すること。
　　ウ．配合割合の例

　　　　　施工厚さ　　５ｃｍ：アスファルト　８ｋｇ・骨材０．０５ｍ３・石粉１０ｋｇ
　　　　　施工厚さ　２５ｃｍ：アスファルト４０ｋｇ・骨材０．２５ｍ３・石粉５０ｋｇ
　　エ．配合加熱時間

　　　　アスファルトの溶融許容最高温度は２５０度とし、加熱許容時間の目安は、２００度未満の場合３６時間、２００度以上の場合２４時間程度である。
３）施工方法
　　ア．タンク布設基礎地盤面は、アスファルトサンド敷設前に十分整地され、堅固な基礎に仕上げられていること。

　　 　　Ｖ ＝（ １－ ｄ／Ｄ ）× １００ （％ ）

　　　　アスファルトサンドの施工厚さ５センチメートル、２５センチメートルの場合の配合割合の例を示す（１平方メートル当り）。

　　　　アスファルトの溶融及び骨材、石粉の加熱は均一に行い、できるだけ速やかに混合温度に到達させ、長時間加熱による品質低下のないように十分管理すること。

　　イ．硬化前に転圧し、仕上げること
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本 図 は 御 参 考 図 で す 。 設 置 場 所 の 地 耐 力 等 ・ 消 防 指 導 に 準 じ て 下 さ い 。
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